
（別紙３）

～ R8年　２月　４日

（対象者数） （回答者数）

～ R8年　２月　４日

（対象者数） 22 （回答者数）
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○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

グループでのSSTなどの活動のほかに交流日を設け、様々な

体験が出来るよう計画し、将来の余暇活動へつながる経験の

場を広げている。

2

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 交流日を設けて活動の幅は広げている。

2

年1回は保護者のみで集まり勉強会をしたり、話し合う時間を

設けるが、参加者が少ない。                                                                                                        

別の時間帯でやっているほかの保護者の集まりを紹介してい

く。

○事業所名 児童発達支援施設つくし園

○保護者評価実施期間
R8年　１月　１４日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R8年　１月　１４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　3月　23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門職が常に関わり、評価してそのときに必要なプログラムを

立てて実践できる。

グループでの活動が中心なので、注目できる環境設定や思い切

り身体を動かす活動と集中して行う活動等メリハリをつける。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

現在の職員体制では不可能だが毎日通える体制を作っていな

い。

専門職が中心となってグループ活動を行っているが、非常勤の

ため毎日通える体制は組めない。

保護者会がない。
夕方の遅い時間帯ということもあり保護者同士の横のつながり

が深まらない。

事業所における自己評価総括表公表


